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漁 況 情 報  

【1月】横須賀：養殖ワカメ収穫順調 

 1月中旬より、横須賀市東部漁協横須賀支所が行っている、養殖ワカメの刈り取りが始まりま

した。今のところ、食害の影響も見られず、順調のようです。 

浜 の話 題  

【12月 9日】平塚：海業現地見学イベント 

12月9日、平塚漁港で海業現地見学イベントがあり、地元加工業等の関連する方々と行政関

係者20名が集まりました。 

同漁協が地元水産加工会社とタイアップして製品開発した「トマ鯖カレー」や燻製製品を紹介

し、10月末に運用開始した漁港周辺の園路等を見学しました。見学後は、湘南地区の海業推

進に向けて、同漁港を舞台に関係者が連携する今後の展開の可能性について熱い情報交換

があったそうです。 

    
 当日の様子  平塚の「トマ鯖カレー 

 

【12月 20日】平塚：ワカメ種苗種挿しイベント 

平塚市漁協は、ひらつか着地型観光推進委員会の協力の下、一般参加者を募りワカメ種苗

種挿しイベントを開催しました。当日は10組30名の親子が参加し、平塚市漁港内で親縄に、ワ

カメ種苗を挟み込みました。また、同漁協で生産したワカメ種苗は12月23日に漁協職員が種挿

しをしました。 

平塚市漁協facebook https://www.facebook.com/jf.hiratsuka/ 



   
 イベント当日の様子 同漁協が生産して、種糸から芽吹いたワカメの幼葉 

【1月 5日】湘南漁協：小坪支所誕生 

1月5日、湘南漁協と小坪漁協が合併し、湘南漁協小坪支所となりました。合併後の湘南漁協

は組合員数で県内2番目の規模となり、経営基盤の強化、地域水産業の持続的な発展が期待

されています。 

【1月 13日】漁業士会・県漁連・県：漁業者交流大会 

1月13日、かながわ県民センターにおいて、神奈川県漁業士会、県漁連及び県の共催で、漁業

者交流大会を開催しました。漁業者及び関係団体らの参加があり、盛況な大会となりました。 

新たな漁業士として、横須賀市東部漁協走水大津支所 飛松青年漁業士、同 長塚青年漁業

士、湘南漁協鎌倉支所 三留青年漁業士が認定され、認定証書が授与されました。そのほか、

「漁業士の活動」について漁業士会 皆木青年漁業士が、「水産技術センターにおけるトラウト

サーモンの養殖試験」について当センター資源管理課職員が、漁業経営者のためのセミナーとし

て(株)コンサラートが講演しました。 

  
 新漁業士認定証書授与 当センターの講演 

【1月 13日】漁業士会：通常総会 

1月13日、かながわ県民センターにおいて令和8年度神奈川県漁業士会通常総会が開催さ

れ、令和7年度事業報告と収支決算、令和8年度事業計画と予算が審議され、それぞれ承認さ

れました。また、会長に藤原達矢青年漁業士(大磯二宮漁協)が選出されるなど、次期役員体制

が決定しました。 

 



   
  蒲谷会長の挨拶 

【1月 15日】平塚市漁協：漁業就業者対策ホームページリニューアル 

平塚市漁協は、1月15日、漁業就業者対策の一環で、定置網漁の就業者募集のホームペー

ジをリニューアルしました。 

定置網漁場の仲間の雰囲気がわかるように、集合写真や「未経験者歓迎！やる気一番！湘

南の海で頑張ろう！」といったキャッチフレーズを記載すると共に、定置網の操業風景等の

Youtube動画を掲載する等、工夫を凝らしました。上記ページリニューアルの後、早速地元在住

の若い方からの就業相談があり、着実に就業者対策に繋がっているようです。 

平塚市漁協 漁師募集 https://www.jf-hiratsuka.org/ryoushibosyu 

【1月 16日】小網代：体験漁業（カキ養殖） 

1月16日、日本さかな専門学校の学生さんたちが、みうら漁協小網代地区で牡蠣養殖の作業

体験をしました。10月に導入した種苗の計測や仕分けを「春休み前に食べられるかな」など言い

ながら行っていました。 

    
 計測：大きさを測ります サイズ別に分けます 筏に吊るしました 

【1月 18日】葉山：朝市 

1月18日、葉山港で「葉山マーケット日曜朝市」が開催され、湘南漁協葉山支所所属の漁業

者が出店しました。この朝市は、同漁協支所の協力により葉山マーケット振興会が毎週開催し

ています。 

近年は漁業者の不参加が続いていましたが、大晴丸（武井さん）、弥秀丸（小峰さん）、桜花

丸（長久保さん）が交代で出店をするようになりました。同日は、大晴丸が2種類のサメとタカノハ

ダイを用いたフィッシュアンドチップスを販売しました。 

関連記事 2025年11月号、【10月18日】 

葉山町 朝市 https://www.town.hayama.lg.jp/soshiki/sangyou/1/1472.html 

【1月 23・29日】平塚：ハマグリ貝桁調査、海底耕うん 

平塚市漁協では、1月23日と29日に、特別採捕調査によるハマグリ分布調査を実施しました。



23日は、これまでハマグリの分布が少なかった金目川河口域で15kg（79個）の採捕があり、ハマ

グリの分布が多い漁港の西浜では、1日当たりの漁獲量として、これ迄で最も多い29kg（168個）

の採捕がありました。本調査を通じて、平塚地先のハマグリが増殖している様子が伺えました。

なお、ハマグリの貝桁には長い爪が付いているため、漁業者は、ハマグリ調査実施と併せて、貝

桁の爪による海底耕うん効果にも期待を寄せています。 

   
  長い爪のある貝桁を用いたハマグリ分布調査の様子 

【1月 25日】佐島：トラフグ、テレビ放映 

1月25日、湘南漁協佐島支所所属の深田正夫丸（高橋さん）が漁獲するトラフグがNHK「うま

いッ！」で紹介されました。番組では、トラフグが噛み合わないよう、ニッパーで歯を切り、1尾ず

つケースに収めるなどの、魚価を高める取り組みが紹介されました。 

関連記事 2026年1月号、漁況情報【12月】 

   
 1尾ずつ収容するケース ケースの中のトラフグ 

【1月 26日】柴：アカモク種苗 

1月26日、横浜市漁協柴支所は、横浜ベイサイドマリーナにおいて、当センターから提供され

たアカモク種苗40株を活用して藻場再生の取り組みを始めました。近隣の横須賀、走水の漁業

者からは、黒潮大蛇行が終息した本年度のアカモクの生長が期待されています。 



   
 アカモク種苗 種糸つけ 

【1月 29日】走水：タチウオ資源説明会 

1月29日、当センターは、横須賀市東部漁協走水大津支所にて、タチウオ資源説明会を開催

しました。当センターの研究員から東京湾のタチウオの現状と黒潮大蛇行終息後の予想などに

ついての説明がありました。長塚支所長他総勢18名の漁業者が参加して、活発な意見交換が

ありました。 

   
  タチウオの現状の説明 

【1月 29日】しらす協議会：通常総会 

1月29日、しらす協議会は、鎌倉パークホテルで令和8年度総会を開催しました。当日は同協

議会会員29名と関係者5名が参加し、事業報告・収支決算や来年度計画が審議され、承認され

ました。また、役員改選があり、新会長には大竹会長（大竹丸）が選任され、また役員8名の改選

が行われ、次世代のしらす漁を担う若手を含めた、5名の新役員が選任されました。総会終了後

は、（有）全水共神奈川の藤城代表取締役から「ＰＬ保険の概要とオプション」等について説明

がありました。 

   
  総会当日の様子 新役員のメンバー 



【1月 30日】平塚：「漁港のアヒージョ」、新聞掲載 

「海の恵みを余すことなく！低・未利用魚をおいしく食卓へ。」をコンセプトに、平塚市漁協が

地元企業等とタイアップして製品化した「漁港のアヒージョ」が、2月8日に発売されます。「漁港

のアヒージョ」は、平塚の定置網で獲れたイワシ類やアオアジ等を地元「㈱ファームビレッジ湘南」

の湘南オリーブを用いて、(株)山大商事がおいしいアヒージョに仕上げました。 

本製品については、1月28日に平塚市役所で記者発表を行い、1月30日に水産経済新聞と

みなと新聞にも掲載されたそうです。 

平塚市漁協プレスリリース https://www.jf-hiratsuka.org/happenings/2026/0128201659/.html 

   
 漁港のアヒージョ アヒージョ・バケット 

 

お知 らせ  

【2月 21日から】茅ヶ崎：「茅ヶ崎漁港マルシェ」開催日のご案内 

令和8年から、茅ヶ崎市漁協が主催の「ちがさきシーサイドマルシェ」は、「茅ヶ崎漁港マル

シェ」に改名しました。今年のマルシェは、2月21日、4月4日、6月6日、10月3日、12月5日に開

催予定で、朝どれ地魚や農産物の直売、キッチンカーの出店等があります。また、旬の食材を

取り上げて、2月はわかめ祭、6月は地はまぐりのイベントも予定しています。漁協インスタでご確

認の上、ぜひご利用下さい。 

茅ヶ崎市漁協インスタグラム https://www.instagram.com/chigasaki_gyokyou/ 

   



【2月 23日】金沢：海産物フェスタ 

令和8年2月23日（月・祝）に、「金沢漁港海産物フェスタ」が横浜市金沢区の金沢漁港で開催

されます。金沢名産の海苔、個数限定の生ワカメ、大人気の漁師女将のあさりご飯他様々な海

産物も販売され、飲食ブースやSDGSブースも開設されます。駐車場はありませんので、公共交

通機関をご利用ください。 

   
Instagram https://www.instagram.com/kanazawagyokou_marine/ 

【2月 28日】平塚：「かながわブルーカーボン体験会」開催 

神奈川県主催、平塚市漁協協力の下、「かながわブルーカーボン体験会」が2月28日に平塚

市漁港（平塚新港）で開催されます。ブルーカーボンについて学ぶとともに、ワカメの収穫やワ

カメの味噌汁の試食等も予定しております。興味のある方は、下記のURLから内容をご覧いた

だき、お申し込みください。 

「かながわブルーカーボン体験会」 https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ap4/prs/r6590403.html  


